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1.はじめに 

従来のリモートセンシング技術を用いた

樹木の樹勢判読には、人工衛星などにより

上空から撮影された画像を用いて、正規化

植生指標 (NDVI: Normalized Difference 

Vegetation Index)を算出し、樹木の樹勢を

評価してきた。しかし、この測定方法では、

気象条件などの撮影制約を受けやすいこと、

高解像度の画像が得られないために詳細部

の判読が難しいことや上空からの 1 方向か

らしか判読できないなどの問題がある。上

記の問題点を解決する手法の一つとして、

本研究では撮影した画像から NDVI 画像を

作成することの出来る近赤外デジタルカメ

ラ(ADC3 米国 TETRACAM 社製)に着目し

た。この近赤外デジタルカメラを用いるこ

とで、上空からの 1 方向の画像だけではな

く横方向などの NDVI 画像も作成すること

ができ、詳細な樹勢情報の取得に期待出来

る。しかし、NDVI の算出式は一般的に上

空から対象物を見下ろした形で撮影された

画像に対して用いられているため、横方向

からの画像では、なんらかの影響が表れる

可能性がある。そこで、本研究では、対象

物を上から撮影した画像と横方向から撮影

した画像では、樹木の NDVI に対してどの

ような影響を及ぼすかについて検討した。 

 

 

 

 

 

2.研究手法 

 本研究では、日本大学生産工学部土木棟

14 号館前のユリノキを対象とし、6 月から

10月まで 2週間程度ごとに対象樹木の上方

向および横方向からそれぞれ 1 枚ずつ同じ

場所から ADC3 によって撮影した。その画

像を画像処理ソフトにより加工して NDVI

を算出し時系列変化を比較した。 

 

3.正規化植生指標 

本研究では、植生指標の一つである

NDVI を樹勢評価に用いた。NDVI は、植

生の有無・多少・活性度を示す指標として

知られており、その値が大きいほど葉量や

活性度が大きいことを示している。生きた

葉の分光反射特性は、緑色が強ければ可視

光緑波長域で上昇し、葉緑素が多ければ光

を吸収することによって可視光赤波長域が

低下する。また、葉の活性度が高ければ近

赤外波長域が急激に上昇する特性がある。

この分光反射特性を利用した NDVI は次式

(1)より算定される。 

NDVI=(NIR－VR) / (NIR+VR)    (1) 

ここに、NDVI：正規化植生指標 

NIR：近赤外波長域の反射率 

VR：可視光赤波長域の反射率 
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近赤外デジタルカメラにおいて撮影した画 

像は、画像処理ソフトによりモニター表示

する場合は式(2)のような正の 8 ビット値に

置き換えて表示される。 

DNNDVI=(NDVI+1)×127.5          (2) 

ここに、DNNDVI:正の8ビット表示NDVI値 

 

本研究では、上空から撮影した画像と横方

向から撮影した画像のNDVI値を比較する

ため、モニター値から式(3)を用いてNDVI

を算出した。 

NDVI=(DNNDVI / 127.5)－1     (3) 

 

4.撮影結果 

 図-1は 2010 年 8月 1日 11 時頃に対象樹

木を上方向から撮影した近赤外画像、図-2

は対象樹木を横方向から撮影した近赤外画

像である。図中の黄色の丸印は、その付近

を特定点とし NDVI を算出した部分である。

図-3は特定点におけるNDVIの時系列変化

をグラフ化したものである。図から 10 月 1

日の値だけ 0.042 の差が読み取れるが、そ

れ以外の日付では、0.020 程度の誤差に収

まっていることが読み取れる。また、初夏

から夏にかけて植生の活性度が増していき、

初秋から除々に減衰していく、植物特有の

生物季節変化(フェノロジー)を確認するこ

とが出来た。 

 

5.まとめ 

 本研究では、近赤外デジタルカメラを用

いて樹木の樹勢評価を行う場合は、対象樹

木の横方向からでも、上方向から撮影する

画像と同様な結果を得られることが実証で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きた。すなわち、ADC3 の撮影方向におけ

る太陽入射角の影響は少ないと結論付けら

れる。 
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図-1 上方向から 8月 1日に撮影した近赤外画像 

図-2 横方向から 8月 1日に撮影した近赤外画像 

図-3 NDVI の時系列変化 
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